






要約:各種の肺高血圧を合併する先天性心疾患の心内修復手術後に肺高血圧が残遺し,手術

後遠隔期に進行して死亡する事がある。(1)このような肺高血圧は手術年齢が高い場合に起

こりやすい。またこのような肺高血圧は手術修了時の肺動脈収縮期圧が50 ㎜ Hg以上,手術

後 1か月の心臓カテーテル検査で 60㎜ Hg 以上の場合に起こる。従って手術後の肺動脈圧

が50㎜ Hg以下なら肺高血圧は管理不要であり,50～70㎜ Hgなら要注意,70㎜ Hg以上なら

治療と厳重な管理が必要である。 


